






要約:わが国における新生児マス・スクリーニング実施の際に求められるインフォームド・

コンセントの条件について検討を行なった。本年度は,対象者を昨年度の心身障害・スク

リーニング研究班員(以下,班員)から,マススクリーニング研究者(以下,マス会員)に拡大

して調査を行なった。インフォームド・コンセントの説明内容について,マス会員では一

部の項目を除き班員と同様に情報提供が必要であるとしているがその割合は低かった。情

報提供の方法としては,マス会員は口頭・文書による説明が望ましいとする者の割合が班

員より高く,視聴覚教材によるとする割合は低かった。また,同意に際しては前回と同様,

理解の確認が必要であり,文書での確認を必要とする者が過半数を超えていた。スクリー

ニングの法的義務付けについては,前回同様マス会員でも不必要とする者が必要とする者

を上回ってはいたが,義務付けを必要とする者の割合が班員より高かった。スクリーニン

グ検査検体の利用については, 目的外利用を認める者が 80%を超えていたが,その条件と

して同意あるいは同意の上での第三者機関の判断が必要であることが指摘されていた。


